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住宅居間における住み方とインテリア

　ー建売り分譲集合住宅の場合一

　　　　　　　　　　　　　　　京都女大短大　　國鴫道子

【目的】第二次世界大戦後の食寝分離の普及により、一般家庭でも食事空間の椅子座化

が進められ、今日では子供部屋や居間などでも椅子座が極普通となっている。しかし、空

間の大きさ自体従来の畳の大きさを基本とし。椅子座化を進めるに十分な広さが確保され

ているわけではない。また、専用の接客空間を持つ家庭も都市部では少なく、洋室となっ

ている居間で接客と団らんに兼用していることが多い。本研究では。家族の団らん空間と

しての居間がどの様に住まわれているのか.r椅子座丿生活の実態とインテリアの関わり、

主婦のインテリアに対する意識について明らかにする。

【方法】公私室分離が可能であると考えられる３～5LDKタイプの建売り分譲集合住宅

に居住する主婦を対象にアンケート調査を行い、有効票241 （有効回収率90.1?!）を得た。調

査内容は居間における家族の住み方と公私室め関係。居間に置かれている家具やその他イ

ンテリアエレメント、インテリアに対する主婦の考えなどである。

【結畢】夫婦が40才代、子供は青年期の核家族が多く。3世代同居世帯は極めて少ない。

LDKのつながり方では、台所が独立しているタイプが多い。居間には、ソファーセット

やリビングセット。サイドボードなど接客を意識した家具が置かれており、家族の居間で

の姿勢からみてソファーを置いていても床やソファーでゴロ寝をしているものが多い。イ

ンテリアに興味を持ち、室内意匠を自分なりに考えている主婦も多いが、ソファーセット

のように先入観だけで家具を置いている家庭もみられ。団らんの楊としての特色ある居間

づくりはまだ十分になされていないといえる。

2lp-6 ゆとりのスペースとしての和室及び起居様式に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　東京学芸大学　○　孫　慶美　　小渾　紀美子

　目白勺　住生活に“ゆとり”を与えるためには、ある程度の広さが必要であるが、大都

市の住宅事情では広さの確保は難しい。しかし洋風化の進行の中でユカ座の起居様式が根

強く残っているのは、空間的にゆとリ感を得ることができる、くつろぎや安らぎを得るこ

とができる、日本の風土性によるのであろう。本研究では、こうした観点から和室と起居
様式に関する一意識と実態の調査を行った。

力｀七友　①調査対象：多摩ニュータウン（多摩市）居住世帯2000世帯（３０～5 5

歳の世帯主）②抽出方法：無作為抽出③調査方法：郵送法による質問紙調査法④調査期間

平成４年２月上旬⑤･(§収数: 1 3 2 9票(8 6. 5%）⑤有効回収数：12 8 4票（6 4,
2%）

糸吉丿車芝=　①95%J&(.上の住宅で和室をもつ。和室の所有は居住面積の狭いほど多く、和

室の多機能性を反映している。②和室をもたない住宅でも「広さが許せば和室必要」「和

室は絶対必要」と和室を望んでいる。③記述式調査による和室の使い方は、面積が広く、

部屋数の多い住宅では単一的な使い方で、逆に狭い住宅では多機能的な使い方をしてい４

④和室のない住宅では「心のゆとりや安らぎのための和風感覚」の空間としての使い方を

望んでいる。⑤イス座の起居様式は「利用頻度が高い」が、ユカ座は「ゆとり感を与え」

　「家庭行事を行うのによく」「昼寝・病気になったときによく」さらに「落ち着く」「多

目的に使える」起居様式であるので望ましいとしている。⑥住空間へのゆとり感は、１０
O㎡以上の広さが必要である。
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